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武
蔵
境
駅
を
起
点
と
し
た
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
線
路
を
走
る
西
武
鉄
道
多
摩
川

線
。
武
蔵
境
、
新
小
金
井
、
多
磨
、
白
糸
台
、

競
艇
場
前
、
是
政
の
わ
ず
か
六
つ
の
駅
を

約
20

分
で
つ
な
ぐ
電
車
は
、
短
い
鉄
道
な

が
ら
、
地
域
の
足
と
し
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
路
線
で
す
。
ま
た
、
1

0

0

周
年
記

念
グ
ッ
ズ
が
発
売
当
日
に
完
売
す
る
な

ど
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
目
の
離
せ

な
い
存
在
。
西
武
鉄
道
の
中
で
唯
一
、
西

武
線
の
ど
こ
の
駅
と
も
接
し
て
い
な
い

〝
孤
高
の
鉄
道
〞の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

砂
利
を
運
ぶ
目
的
で
敷
設
さ
れ
た

多
摩
鉄
道
が
そ
の
前
身

　

西
武
鉄
道
多
摩
川
線
の
前
身
は
多
摩
鉄

道
。
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
の
設
立
で
、

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
に
境
（
現
在
の
武

蔵
境
）
駅
〜
北
多
磨
（
現
在
の
白
糸
台
）
駅

の
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
営
業
の
目
的

は
人
を
運
ぶ
こ
と
で
は
な
く
、
多
摩
川
で

採
取
さ
れ
た
砂
利
の
運
搬
で
す
。
当
時
は

東
京
が
都
市
と
し
て
急
成
長
す
る
時
期
に

あ
た
り
、
ビ
ル
や
住
宅
な
ど
の
建
築
物
の

材
料
と
し
て
多
く
の
砂
利
が
こ
う
し
た
鉄

道
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
現

在
の
東
急
田
園
都
市
線
（
旧
玉
川
電
気
鉄

道
）
な
ど
も
、
河
川
の
砂
利
運
搬
の
目
的

で
建
設
さ
れ
た
鉄
道
で
す
。
ち
な
み
に
、

多
摩
鉄
道
で
輸
送
す
る
砂
利
の
採
取
場

は
、
現
在
の
競
艇
場
前
駅
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

そ
の
後
、
大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
に
常

久
（
現
在
の
競
艇
場
前
）
駅
へ
延
伸
し
、
大

正
11
（
１
９
２
２
）
年
に
は
是
政
駅
ま
で

開
通
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
２（
１
９ 

２
７
）
年
に
旧
西
武
鉄
道
に
合
併
さ
れ
ま

し
た
。
合
併
当
初
の
路
線
名
は
多
摩
線
。

以
降
も
、
是
政
線
、
武
蔵
境
線
と
名
称
変

更
を
重
ね
、
現
在
の
多
摩
川
線
と
な
り
ま

し
た
。
多
摩
川
線
が
西
武
線
の
ど
こ
の
駅

と
も
接
続
し
て
い
な
い
理
由
に
は
、
成
り

立
ち
に
こ
う
し
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
な
の

で
す
。

砂
利
輸
送
鉄
道
か
ら
旅
客
鉄
道
へ

地
域
密
着
型
の
小
さ
な
路
線

　

定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
砂
利
の
貨
物

輸
送
を
目
的
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
鉄
道

は
、
砂
利
輸
送
鉄
道
、
あ
る
い
は
砂
利
鉄

道
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
首
都
圏
で

鉄
道
が
新
た
に
建
設
さ
れ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
昭
和
に
入
っ
て
砂

利
の
採
取
に
よ
る
河
川
へ
の
影
響
が
問
題

視
さ
れ
て
く
る
と
、
採
掘
規
制
が
始
ま

り
、
廃
線
に
追
い
込
ま
れ
る
砂
利
鉄
道
も

少
な
く
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
多
摩
川
線
が
旅
客
鉄
道
に
転

向
・
存
続
し
て
い
っ
た
の
は
、
大
正
12

（
１
９
２
３
）年
に
開
園
し
た
多
磨
墓
地
の

最
寄
り
駅
と
し
て
の
役
割
、
西
武
鉄
道
が

進
め
た
沿
線
の
宅
地
開
発
に
よ
る
利
用
者

の
増
加
、
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
の
府
中

競
艇
場
（
現
在
の
多
摩
川
競
艇
場
）
の
開

場
、
東
京
外
国
語
大
学
の
建
設
な
ど
が
そ

の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
過
去
２

年
間
の
各
駅
の
乗
降
人
数
を
見
る
と
、
ほ

と
ん
ど
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
安

定
し
た
沿
線
利
用
者
が
あ
る
こ
と
の
裏
付

け
で
あ
り
、「
地
域
密
着
型
の
鉄
道
」
と
言

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

６
駅
の
中
で
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
と
の
接
続

駅
で
あ
る
武
蔵
境
駅
の
乗
降
者
数
が
も
っ

と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

J
R
中
央
線
武
蔵
境
駅
の

高
架
化
に
よ
り

多
摩
川
線
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

中
央
線
武
蔵
境
駅
は
、
平
成
15
（
２
０ 

０
３
）
年
か
ら
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に

か
け
て
高
架
化
工
事
を
行
い
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
多
摩
川
線

武
蔵
境
駅
も
高
架
線
と
な
り
、
島
式
ホ
ー

ム
（
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
両
側
が
線
路
に

接
し
て
い
る
も
の
）
1

面
２
線
で
、
改
札

口
も
中
央
線
と
は
別
と
な
り
ま
し
た
。
か

武
蔵
境
駅
を
起
点
と
す
る

西
武
鉄
道
多
摩
川
線
は
、

今
年
開
業
1

0

0

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
は
多
摩
川
の
砂
利
の
運
搬
に
始
ま
り
、

沿
線
の
開
発
と
と
も
に

旅
客
鉄
道
と
し
て
進
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

西
武
鉄
道

多
摩
川
線

武

蔵

野
に

ま
つ
わ

る

歴

史

を

楽
し

み

な

が

ら

学
ぶ

多摩鉄道の1号機関車であるA1形A1。開業当初から昭和31（19 

56）年まで長く活躍した。（昭和14（1939）年3月21日　撮影：

荻原二郎／『写真で見る西武鉄道100年』株式会社ネコ・パブリ

ッシング刊より）



つ
て
の
多
摩
川
線
武
蔵
境
駅
は
、
中
央
線

の
下
り
ホ
ー
ム
の
反
対
側
、
３
番
線
を
多

摩
川
線
の
ホ
ー
ム
と
し
て
利
用
。
中
央
線

と
多
摩
川
線
を
分
け
る
改
札
な
ど
は
な

く
、
乗
客
は
改
札
口
を
通
ら
ず
そ
の
ま
ま

乗
り
換
え
、
降
車
駅
で
精
算
す
る
と
い
う

形
で
し
た
。

　

現
在
は
中
央
線
の
ホ
ー
ム
を
降
り
る
と

連
絡
改
札
口
が
あ
り
、
そ
ち
ら
を
通
っ
て

多

摩

川

線
へ
。

ホ
ー
ム
に
は
、
開

業

1

0

0

周
年
を
お
祝
い
し
た
記
念
の
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
を
つ
け
た
電
車
が
止
ま
っ
て
い

ま
す
（
平
成
29

年
12

月
31

日
ま
で
）
。

地
域
の
人
た
ち
に
感
謝
を
込
め
て

開
業
1
0
0
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

現
在
、
多
摩
川
線
の
各
駅
で
は
開
業

1

0

0

周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
12

月
31

日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
を
手
が
け
た
西
武
鉄
道
旅
客

誘
致
企
画
担
当
に
よ
れ
ば
、
各
イ
ベ
ン
ト

事
業
は
多
摩
川
線
で
働
く
現
業
係
員
か
ら

提
案
さ
れ
、「
毎
日
利
用
さ
れ
て
い
る
地

域
の
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
企
画

で
、
1

0

0

周
年
を
お
祝
い
し
た
い
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
進
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
多
摩
川
線
６
駅
の
旧
駅
舎
や
車
両
の

画
像
が
入
っ
た
「
記
念
乗
車
券
」
は
予
想

以
上
に
反
響
が
大
き
く
、
ま
た
、
各
駅
で

使
用
し
て
い
た
改

か

い

札
さ

つ

鋏
ば
さ
み

の
「
鋏

き
ょ
う

こ
ん
」
を

６
駅
分
集
め
る
「
改
札
鋏
で
パ
ッ
チ
ン
ラ

リ
ー
」
は
鉄
道
フ
ァ
ン
の
間
で
も
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
。
朝
の
改

札
口
で
は
駅
員
さ
ん
と
利
用
者
が
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
姿
を
見
ら
れ
ま
す
。
地
域
の

人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
鉄
道
と
し
て
、
次
の

1

0

0

年
へ
向
け
て
走
行
を
続
け
て
い
き

ま
す
。
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取材・文／山口 朋恵　取材協力／西武鉄道株式会社

中央線下りホームを共用していた頃の武蔵境駅。是政方面を見る。

（昭和40（1965）年2月25日撮影）

武蔵境駅に止まる多摩川線の電車。（昭和37（1962）年7月22日　

撮影：荻原二郎／『写真で見る西武鉄道100年』株式会社ネコ・

パブリッシング刊より）

多摩川線のりばの案内があるホーム中程の建物は、西武鉄道が

使用していた。（昭和40（1965）年2月25日撮影）

西武鉄道多摩川線と伊豆箱根鉄道創業100周年コラボレーション

のヘッドマーク付き特別色の車輌。

明治27（1894）年に平岡工場で製造された木造2軸客車である

ハフ1形。外開きの客室扉を持つ二重屋根車で、屋根に室内灯の

投入口はない。昭和6（1931）年に休車、昭和13（1938）年に廃車

となった。（昭和12（1937）年4月18日　撮影：荻原二郎／『写

真で見る西武鉄道100年』株式会社ネコ・パブリッシング刊より）


